
は
じ
め
に

朱
基
徹
牧
師
の
殉
教
は
韓
国
の
教
会
史
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
同
時
に
、
そ
れ
と
同
じ
ぐ
ら
い
日
本
の

教
会
史
を
総
括
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
う
。
朱
基
徹
牧
師
は
一
体
な
ぜ
神
社
参
拝
の
強
制
に
抵
抗
し
た
の
か
。
こ

の
小
論
文
で
は
、
朱
基
徹
牧
師
の
闘
い
の
意
味
を
評
価
し
た
上
で
、
今
日
の
日
本
の
教
会
に
と
っ
て
の
意
味
を
考
え
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
日
本
の
教
会
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
問
い
直
す
大
き
な
光
と
な
る
と
信
じ
る
。

蠢
　
神
社
参
拝
の
強
制

ま
ず
は
日
本
が
神
社
参
拝
を
強
制
す
る
に
至
っ
た
経
過
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
日
清
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
朝
鮮
半
島

で
の
中
国
ロ
シ
ア
の
影
響
を
排
除
し
た
日
本
は
、
一
九
一
○
年
韓
国
を
併
合
。
言
論
を
統
制
し
、
土
地
や
漁
場
、
地
下
資
源

等
々
を
奪
い
、
軍
隊
を
解
散
さ
せ
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
全
権
を
掌
握
す
る
。
陸
海
軍
大
将
が
総
督
を
務
め
、
武
官
の
憲
兵

が
文
官
の
警
察
官
を
兼
務
す
る
と
い
う
恐
る
べ
き
「
憲
兵
警
察
制
度
」
の
も
と
、
被
疑
者
の
陳
述
と
警
察
署
長
の
認
証
の
み
で

処
刑
で
き
る
「
犯
罪
即
決
法
」
を
施
行
し
、
総
督
府
は
教
会
と
民
族
運
動
指
導
者
を
弾
圧
す
る
。
武
力
弾
圧
は
一
九
一
九
年
の
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三
・
一
独
立
運
動
の
際
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
七
、五
○
九
人
が
殺
さ
れ
、
四
六
、九
四
八
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
水
原
に
あ
る
堤
岩

里
教
会
は
こ
の
時
日
本
軍
に
よ
っ
て
全
村
民
ご
と
焼
き
討
ち
さ
れ
た
。
一
九
一
一
年
「
私
立
学
校
規
則
」
で
日
本
語
の
使
用
を

強
制
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
の
宗
教
教
育
を
禁
止
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
を
正
当
化
す
る
た
め
植
民
史
観

に
立
脚
し
た
「
朝
鮮
半
島
史
」
を
捏
造
す
る
。

朝
鮮
半
島
に
対
す
る
植
民
地
支
配
が
強
ま
る
の
は
、
日
本
が
本
格
的
に
中
国
を
侵
略
す
る
満
州
事
変
（
一
九
三
一
）
以
降
の

十
五
年
間
で
あ
る
。
日
本
は
朝
鮮
半
島
を
中
国
侵
略
の
た
め
の
「
兵
站
基
地
」（
前
線
へ
の
補
給
基
地
）
と
し
、
物
的
人
的
に
戦

争
に
動
員
す
る
た
め
朝
鮮
の
人
た
ち
を
日
本
人
に
「
同
化
」
さ
せ
、「
皇
国
臣
民
化
」、「
内
鮮
融
和
」(

一
九
三
一̃

)

、
そ
し

て
「
内
鮮
一
体
」(

一
九
三
六̃

)

政
策
で
戦
争
に
動
員
す
る
。「
内
鮮
一
体
」
と
は
「
韓
国
民
族
は
日
本
民
族
と
運
命
を
共
に

す
る
日
本
民
族
の
一
部
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
興
亜
的
民
族
解
放
の
対
象
で
は
な
く
、
日
本
民
族
と
共
に
ア
ジ
ア
諸
民
族
を
西
欧

の
帝
国
主
義
の
圧
政
か
ら
解
放
せ
ね
ば
な
ら
な
い
主
体
」
だ
と
い
う
も
の
。
そ
れ
で
、「
一
、
私
共
は
大
日
本
帝
国
の
臣
民
で
あ

り
ま
す
。
二
、
私
共
は
心
を
合
わ
せ
て
天
皇
陛
下
に
忠
義
を
尽
く
し
ま
す
。
三
、
私
共
は
忍
苦
鍛
錬
し
て
立
派
な
強
い
国
民
と

な
り
ま
す
。」
と
い
う
「
皇
国
臣
民
の
誓
詞
」
を
一
九
三
七
年
か
ら
学
校
、
教
会
、
あ
ら
ゆ
る
集
会
で
唱
え
さ
せ
、
一
九
三
八
年

に
は
韓
国
語
の
使
用
を
禁
止
し
、
国
民
精
神
総
動
員
朝
鮮
連
盟
を
結
成
し
、
十
戸
単
位
で
「
愛
国
班
」
を
組
織
し
て
、
毎
朝
の

宮
城
遙
拝
、
神
社
参
拝
、「
皇
国
臣
民
の
誓
詞
」、
日
の
丸
の
掲
揚
、
日
の
丸
へ
の
敬
礼
、
君
が
代
奉
唱
等
を
強
制
す
る
。
こ
う

し
て
、
日
本
は
「
兵
站
基
地
」
の
朝
鮮
「
臣
民
」
た
ち
を
無
理
や
り
神
社
に
参
拝
さ
せ
、「
日
の
丸
」
に
敬
礼
さ
せ
、「
君
が
代
」

を
歌
わ
せ
、
天
皇
と
大
日
本
帝
国
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
て
、
天
皇
の
栄
光
を
あ
ら
わ
す
「
八
紘
一
宇
」
の
「
聖
戦
」
へ
と
片
っ
端

か
ら
動
員
し
て
い
っ
た
。
当
時
「
君
が
代
」
の
歌
詞
は
「
天
皇
の
世
が
永
続
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
天
皇
へ
の
頌
栄
だ
と
教
え

ら
れ
、
同
時
に
「
天
皇
の
時
代
が
永
続
す
る
た
め
に
私
の
人
生
と
い
の
ち
を
捧
げ
ま
す
。」
と
い
う
告
白
だ
と
教
育
さ
れ
た
。
そ

れ
は
キ
リ
ス
ト
者
が
「
父
、
御
子
、
御
霊
の
大
御
神
に
と
こ
し
え
変
わ
ら
ず
御
栄
え
あ
れ
。」（「
そ
の
た
め
に
私
の
人
生
と
い
の
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ち
を
捧
げ
ま
す
」）
と
い
う
告
白
と
し
て
頌
栄
を
歌
う
の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
て
無
理
や
り
天
皇
の
「
臣
民
」
と
さ
れ
た
朝

鮮
の
人
々
は
、
天
皇
と
天
照
大
神
に
絶
対
忠
誠
を
誓
わ
さ
れ
て
、
侵
略
戦
争
へ
と
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
。

中
で
も
教
会
は
特
に
弾
圧
さ
れ
た
。
教
会
は
漓
天
皇
制
や
国
家
神
道
を
軸
と
す
る
國
体
の
教
義
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る

教
義
を
持
ち
、
滷
内
外
の
民
族
運
動
、
独
立
運
動
と
深
い
関
係
を
持
ち
、
澆
宣
教
師
た
ち
を
通
し
て
英
米
の
世
論
と
つ
な
が
り
、

潺
神
社
参
拝
を
拒
否
す
る
な
ど
最
大
の
抗
日
勢
力
で
あ
り
、
総
督
府
に
と
っ
て
最
も
恐
る
べ
き
敵
で
あ
っ
た
。「
朝
鮮
に
於
い
て

キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
が
共
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
無
く
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
初
代
統
監
伊
藤
博

文
の
言
葉
通
り
で
あ
る
。
そ
の
伊
藤
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
安
重
根
に
射
殺
さ
れ
た
。
一
九
三
八
年
総
督
府
は
宣
教
師
た
ち
を

国
外
追
放
し
、
日
の
丸
へ
の
敬
礼
、
君
が
代
の
斉
唱
、
東
方
遥
拝
、
神
社
参
拝
を
強
制
し
、
賛
美
歌
、
説
教
を
厳
重
に
取
締
り
、

出
版
物
を
検
閲
す
る
。
ま
た
、
神
社
参
拝
を
拒
否
す
る
教
会
に
は
わ
ざ
わ
ざ
国
旗
掲
揚
塔
を
建
設
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
当
局
の

指
導
に
従
わ
ぬ
信
徒
に
は
法
的
措
置
を
と
る
」
と
脅
迫
し
、
警
察
を
動
員
し
て
神
社
参
拝
を
決
議
す
る
よ
う
老
会
（
中
会
の
こ

と
）
に
圧
力
を
加
え
た
。
こ
れ
に
屈
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
監
理
教
は
〝
神
社
参
拝
は
政
治
的
行
動
〞
と
し
て
こ
れ
を
受
諾
。
長

老
教
会
は
一
九
三
八
年
九
月
ま
で
に
全
国
に
二
十
三
あ
る
老
会
中
十
九
の
老
会
が
神
社
参
拝
を
決
議
。
総
督
府
は
「
神
社
参
拝

拒
否
教
徒
断
固
検
束
」
の
強
硬
策
を
打
ち
出
す
と
同
時
に
、
牧
師
た
ち
を
日
本
に
送
り
、
既
に
神
社
参
拝
し
て
い
た
日
本
の
教

会
を
見
て
回
ら
せ
る
。
六
月
に
は
日
本
基
督
教
会
大
会
議
長
富
田
満
が
来
韓
し
、
神
社
参
拝
す
る
よ
う
説
得
し
て
回
っ
た
。
こ

う
し
て
一
九
三
八
年
九
月
第
二
七
回
長
老
教
総
会
で
神
社
参
拝
を
可
決
さ
せ
、
最
後
の
砦
で
あ
っ
た
長
老
教
会
を
崩
す
こ
と
で

神
社
参
拝
の
強
制
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
警
察
は
神
社
参
拝
に
反
対
す
る
牧
師
た
ち
を
総
会
直
前
に
検
挙
し
、
老
会

代
表
（
一
九
三
名
）
全
員
を
呼
び
出
し
て
、
漓
総
会
に
出
席
す
れ
ば
神
社
参
拝
が
罪
で
な
い
こ
と
を
動
議
す
る
、
滷
神
社
参
拝

問
題
が
上
程
さ
れ
れ
ば
沈
黙
を
守
る
、
澆
こ
の
二
点
を
実
行
す
る
意
志
が
な
け
れ
ば
欠
席
す
る
よ
う
強
要
し
、
従
わ
ぬ
な
ら
拘

束
す
る
と
脅
迫
。
親
日
的
な
総
代
を
立
て
、
提
案
者
ま
で
決
め
て
お
い
て
か
ら
、
宣
教
師
た
ち
に
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
よ
う
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要
求
し
た
。
こ
う
し
て
総
会
当
日
は
九
七
名
の
制
服
、
私
服
の
警
官
ら
が
総
代
の
合
間
合
間
に
席
を
と
っ
て
脅
迫
す
る
と
い
う

異
常
な
雰
囲
気
の
中
で
、
遂
に
神
社
参
拝
決
議
案
が
可
決
し
、
次
の
よ
う
な
声
明
文
を
出
し
た
。「
我
ら
は
神
社
は
宗
教
で
は
な

く
、
基
督
教
の
教
理
に
反
し
な
い
と
い
う
本
意
を
理
解
し
、
神
社
参
拝
が
愛
国
的
国
家
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
よ
っ
て

神
社
参
拝
を
率
先
励
行
し
て
国
民
精
神
総
動
員
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
非
常
時
局
下
で
の
銃
後
の
皇
国
民
と
し
て
赤
子
た
る

の
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
期
す
る
。
昭
和
十
三
年
九
月
十
日
　
朝
鮮
耶
蘇
教
長
老
会
総
会
長
　
洪
澤
麒
」
こ
れ
以
降
、
総
督
府

は
こ
の
決
議
文
と
宗
教
団
体
法
を
利
用
し
て
本
格
的
に
各
教
会
に
神
社
参
拝
を
強
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
礼
拝
堂
に
も
神
棚
を

設
置
さ
せ
、
礼
拝
の
順
序
に
「
愛
国
的
儀
式
」
を
入
れ
る
よ
う
強
要
。
一
九
四
○
年
に
は
抵
抗
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の
一
斉
検
挙

が
行
わ
れ
、
二
○
○
の
教
会
が
閉
鎖
、
二
、○
○
○
名
が
検
挙
さ
れ
、
五
十
名
が
殉
教
し
た
。
日
本
降
伏
の
二
日
後
と
な
る
一
九

四
五
年
八
月
十
七
日
に
は
、
全
国
の
教
会
指
導
者
を
ひ
と
り
残
ら
ず
虐
殺
す
る
計
画
ま
で
立
て
て
い
た
の
で
あ
る漓
。

蠡
　
朱
基
徹
牧
師
の
抵
抗

朱
基
徹

チ
ュ
・
ギ
チ
ョ
ル
牧
師
は
一
八
九
七
年
慶
南
昌
原
郡
熊
川

ウ
ン
チ
ョ
ン
で
生
ま
れ
る
。
金
益
斗

キ
ム
・
イ
ク
ト
ゥ
ー
牧
師
の
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
で
献
身
を
決
意
。
二
十
五

歳
で
平
壌
神
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
は
釜
山
草
梁

チ
ョ
ウ
リ
ャ
ン教
会
、
馬
山
文
昌

ム
ン
チ
ャ
ン
教
会
、
平
壌
山
亭
　

サ
ン
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
教
会
を
牧
会
。
日
本
に
よ
る
神
社

参
拝
の
強
制
に
抵
抗
し
た
た
め
約
五
年
間
に
わ
た
り
四
度
投
獄
さ
れ
、
一
九
四
四
年
四
月
二
十
一
日
平
壌
刑
務
所
で
殉
教
す
る
。

朱
基
徹
牧
師
の
神
社
参
拝
に
対
す
る
闘
争
は
一
九
二
九
年
慶
南
老
会
に
神
社
参
拝
拒
絶
案
を
提
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

朱
牧
師
は
老
会
の
席
上
、
神
社
参
拝
が
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
に
反
逆
す
る
罪
だ
と
力
説
し
て
神
社
参
拝
反
対
案
を
提

出
。
慶
南
老
会
は
韓
国
教
会
史
上
初
め
て
神
社
参
拝
反
対
案
を
決
議
す
る滷
。
当
時
日
本
人
が
発
行
し
て
い
た
「
釜
山
日
報
」
は
、

「
頑
迷
な
る
洋
鬼
（
宣
教
師
が
背
後
に
い
る
と
い
う
意
味
で
）
遂
に
神
社
参
拝
拒
否
」
と
事
件
を
大
々
的
に
批
判
し
た
。
こ
の
時

か
ら
朱
牧
師
は
要
注
意
人
物
と
し
て
警
察
に
監
視
さ
れ
始
め
る
。
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一
九
三
五
年
五
月
金
剛
山
で
五
日
間
行
わ
れ
た
牧
師
修
養
会
で
、
朱
基
徹
牧
師
は
約
二
百
名
の
牧
師
た
ち
に
「
預
言
者
の
権

威
」
と
題
す
る
説
教
を
す
る
。「〝
平
安
だ
〞、〝
国
は
無
事
に
発
展
し
て
い
る
〞
と
権
力
者
と
時
代
に
迎
合
す
る
多
く
の
者
は
言

う
が
、
正
し
い
こ
と
を
語
る
者
は
多
く
な
い
。
エ
レ
ミ
ヤ
は
た
だ
ひ
と
り
神
の
こ
と
ば
通
り
に
叫
ん
だ
。
こ
こ
に
預
言
者
の
権

威
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。
…
私
た
ち
も
大
衆
と
時
代
に
へ
つ
ら
う
か
、
神
の
こ
と
ば
通
り
に
叫
ぶ
か
？
…
殺
傷
与
奪
の
大
権
を

持
つ
王
の
面
前
で
そ
の
罪
を
叱
責
す
る
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
も
一
死
覚
悟
だ
っ
た
し
、
ナ
タ
ン
や
ノ
ッ
ク
ス
も
、
ル
タ
ー
も

一
死
覚
悟
を
し
て
い
た
。
一
死
覚
悟
を
し
た
者
が
預
言
を
す
る
の
で
あ
り
、
一
死
覚
悟
を
し
て
初
め
て
預
言
者
の
権
威
が
世
に

立
つ
。
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
は
何
も
知
ら
な
い
か
ら
何
も
言
え
な
い
の
か
。
今
日
の
牧
師
も
一
死
覚
悟
を
し
た
上
で
言
う
べ
き

こ
と
を
言
う
な
ら
ば
、
牧
師
の
権
威
、
預
言
者
の
権
威
を
立
派
に
証
し
で
き
る
の
だ
。
な
の
に
一
介
の
巡
査
の
前
で
お
ど
お
ど

し
て
…
」
こ
こ
ま
で
説
教
し
た
時
「
中
止
、
解
散
！
」
と
日
本
の
警
察
に
中
断
さ
れ
、
解
散
さ
せ
ら
れ
た澆
。

一
九
三
六
年
平
壌
山
亭
　
教
会
に
赴
任
し
た
朱
牧
師
は
最
初
の
役
員
会
で
「
危
機
に
直
面
し
た
朝
鮮
の
教
会
を
救
え
と
の
神

の
召
命
を
受
け
て
こ
こ
に
来
ま
し
た
。」
と
証
し
し
て
、
こ
う
宣
言
し
た
。「
漓
神
社
参
拝
は
第
一
戒
と
二
戒
を
犯
す
罪
で
あ
る

故
こ
れ
を
徹
底
的
に
排
撃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
滷
神
社
参
拝
に
応
じ
る
信
徒
は
地
位
や
身
分
を
問
わ
ず
公
開
除
名
処
分
に
し
、

教
会
か
ら
追
放
す
る
。
澆
神
社
参
拝
拒
否
に
よ
る
一
切
の
責
任
は
堂
会
長
の
私
が
負
う
。」潺

朱
牧
師
は
四
度
の
投
獄
、
五
年
間
の
獄
中
生
活
の
末
、
最
後
は
平
壌
刑
務
所
で
殉
教
す
る
。
獄
中
で
の
警
察
の
拷
問
は
激
し

い
も
の
だ
っ
た
。
竹
刀
で
全
身
を
力
一
杯
め
っ
た
打
ち
に
さ
れ
る
、
天
井
に
吊
さ
れ
て
鼻
か
ら
唐
辛
子
入
り
の
熱
湯
を
注
が
れ

る
、
電
気
の
拷
問
、
生
爪
を
は
が
さ
れ
細
い
竹
串
で
突
き
刺
さ
れ
る
等
々
…
最
も
耐
え
難
い
拷
問
は
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
芯

を
性
器
の
尿
道
に
突
っ
込
ま
れ
る
拷
問
だ
っ
た
と
い
う
。
血
が
流
れ
、
カ
ミ
ソ
リ
で
皮
膚
を
え
ぐ
ら
れ
続
け
る
よ
う
な
酷
い
痛

み
で
、
こ
れ
を
受
け
る
と
小
便
を
す
る
た
び
に
耐
え
難
い
激
痛
に
襲
わ
れ
た
。
あ
ま
り
の
痛
さ
に
部
屋
に
帰
っ
て
も
あ
ち
こ
ち

歩
き
回
っ
て
は
便
器
に
掴
ま
っ
て
泣
き
、
死
ぬ
ほ
ど
の
痛
み
は
一
ヶ
月
も
続
い
た潸
。
苦
痛
を
忘
れ
る
た
め
十
字
架
の
讃
美
歌
を
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歌
い
、
賛
美
す
る
時
、
拷
問
の
痛
み
は
や
わ
ら
い
だ
。
あ
ま
り
の
苦
し
み
に
「
主
よ
、
こ
の
弱
い
朱
基
徹
を
あ
ま
り
長
く
ほ
お

っ
て
置
か
な
い
で
、
早
く
み
も
と
に
取
り
上
げ
て
下
さ
い
。」
と
よ
く
祈
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
極
限
の
苦
難
の
中

で
も
朱
基
徹
牧
師
は
妥
協
し
な
い
。「
天
皇
陛
下
も
イ
エ
ス
を
信
じ
な
け
れ
ば
地
獄
に
行
く
と
い
う
の
か
？
」
と
の
刑
事
の
質
問

に
は
き
っ
ぱ
り
答
え
た
。「
人
間
は
す
べ
て
同
じ
で
す
。
天
皇
と
い
え
ど
も
、
神
を
信
じ
ず
、
罪
を
犯
せ
ば
地
獄
へ
行
き
ま
す
。」澁

朱
基
徹
牧
師
の
い
の
ち
が
け
の
闘
争
を
支
え
た
の
は
呉
貞
模

オ
ー
・
ジ
ョ
ン
モ
夫
人
と
山
亭
　
教
会
の
長
老
執
事
た
ち
で
あ
る
。
二
度
目
の
拘

束
か
ら
釈
放
さ
れ
た
夫
を
迎
え
る
夫
人
は
開
口
一
番
こ
う
尋
ね
た
。「
勝
利
で
し
た
か
？
」
そ
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
牧
師
さ
ま
、

三
日
間
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
ま
た
監
獄
に
入
る
準
備
を
し
て
下
さ
い
。」
主
が
夫
を
強
め
て
最
期
ま
で
闘
う
勇
気
を
下
さ
り
、「
死

に
至
る
ま
で
忠
実
に
」
主
の
御
意
志
を
全
う
し
て
殉
教
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
夫
人
は
祈
っ
た
。
他
の
牧
師
夫
人
は
た
い
て
い
面

会
に
来
る
と
「
ヨ
ボ
、
あ
な
た
だ
け
が
神
社
参
拝
し
な
い
で
い
た
ら
ど
う
な
る
の
？
子
ど
も
た
ち
は
み
な
神
社
参
拝
す
る
学
校

に
行
っ
て
神
社
参
拝
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
上
あ
な
た
が
こ
ん
な
で
い
た
ら
私
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
く
と
い
う
の
？
」
と
夫
に
説
得
し
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
牧
師
は
気
が
挫
け
て
降
伏
し
た澀
。
し
か
し
呉
貞
模
夫
人
は
正

反
対
に
夫
に
こ
う
言
っ
た
の
で
あ
る
。「
牧
師
さ
ま
、
少
し
も
心
配
し
な
い
で
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
は
心

配
な
さ
ら
ず
刑
務
所
に
入
り
、
信
仰
を
守
っ
て
殉
教
し
て
下
さ
い
。
こ
の
韓
国
教
会
の
一
粒
の
麦
と
な
り
、
韓
国
教
会
が
多
く

の
実
を
結
べ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
牧
師
さ
ま
が
し
っ
か
り
と
殉
教
し
て
こ
そ
韓
国
教
会
が
立
つ
の
で
す
。」
子
ど
も
た
ち
は

学
校
を
退
学
処
分
に
な
り
、
総
督
府
か
ら
は
配
給
打
ち
切
り
に
、
し
か
も
あ
ち
こ
ち
十
三
回
も
転
居
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
、
呉
貞

模
夫
人
は
夫
へ
の
約
束
通
り
必
死
に
家
庭
を
守
り
続
け
た潯
。

山
亭
　
教
会
の
長
老
執
事
た
ち
も
決
死
で
共
闘
す
る
。
彼
ら
は
担
任
牧
師
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
、
教
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は

神
社
参
拝
を
拒
否
。
度
重
な
る
脅
迫
に
も
屈
せ
ぬ
た
め
、
平
壌
老
会
は
一
九
三
九
年
十
二
月
十
九
日
に
朱
牧
師
を
罷
免
。
さ
ら

に
翌
年
三
月
二
十
四
日
の
主
日
礼
拝
に
は
平
壌
老
会
の
三
名
の
牧
師
が
大
勢
の
警
官
と
一
緒
に
や
っ
て
来
て
教
会
に
解
散
を
命
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じ
る
。
教
会
員
た
ち
は
「
神
は
わ
が
や
ぐ
ら
」「
進
め
主
イ
エ
ス
の
兵
士
ら
よ
」
な
ど
立
て
続
け
に
賛
美
を
大
声
で
絶
叫
し
続
け

て
こ
れ
に
抵
抗
す
る
が
、
壇
上
で
賛
美
を
導
く
者
ら
を
警
察
が
片
っ
端
か
ら
逮
捕
し
て
、
遂
に
教
会
堂
を
強
制
閉
鎖
し
た
。
警

官
が
会
堂
入
り
口
を
十
字
の
木
で
打
ち
つ
け
た
時
、
蔡
廷
敏

チ
ェ
ー
・
ヨ
ン
ミ
ン老
牧
師
は
慟
哭
し
た
。「
平
壌
老
会
よ
！
朱
基
徹
牧
師
を
破
門
し
た

老
会
！
こ
の
ク
ソ
牧
師
ど
も
！
山
亭
　
教
会
を
閉
鎖
し
た
牧
師
ど
も
！
」潛
し
か
し
、
閉
鎖
さ
れ
た
後
も
教
会
の
闘
い
は
な
お
も

続
く
。
毎
朝
五
時
に
集
ま
っ
て
は
朱
牧
師
が
「
死
に
至
る
ま
で
も
忠
実
で
あ
る
よ
う
」
祈
る
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
集
ま
っ
て
礼
拝

し
て
は
警
官
に
逮
捕
さ
れ
、
釈
放
さ
れ
て
は
ま
た
集
ま
っ
て
礼
拝
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
も
苦
し
い
の
に
、
献
金
を
集
め

は
朱
牧
師
の
家
族
を
懸
命
に
支
え
た
の
で
あ
る
。
会
計
の
執
事
は
朱
牧
師
の
家
族
に
生
活
費
を
届
け
た
か
ど
で
警
察
に
鞭
打
た

れ
、
そ
れ
以
降
は
長
老
が
高
校
生
に
な
る
自
分
の
娘
を
使
っ
て
刑
事
に
見
つ
か
ら
ぬ
よ
う
鞄
に
米
を
詰
め
込
み
朱
牧
師
宅
に
届

け
さ
せ
た
。
刑
事
に
見
つ
か
れ
ば
名
門
校
に
通
う
娘
は
退
学
と
な
り
家
族
み
な
が
投
獄
さ
れ
る
た
め
、
違
う
方
法
は
な
い
か
と

心
配
す
る
夫
人
に
「
そ
ん
な
辱
め
な
ど
朱
牧
師
が
受
け
て
い
る
辱
め
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
！
」
と
長
老
は
一
蹴
し
た
。
ま
た
、

教
会
員
た
ち
は
背
教
し
た
牧
師
た
ち
を
説
得
し
て
歩
い
た
。
近
所
の
教
会
の
某
牧
師
は
、
一
度
は
神
社
参
拝
を
拒
否
し
て
投
獄

さ
れ
た
も
の
の
、
面
会
に
来
た
母
親
に
「
あ
ん
た
、
こ
ん
な
に
し
て
あ
ん
た
一
人
死
ん
だ
ら
そ
れ
が
一
体
何
の
勝
利
だ
っ
て
い

う
の
？
あ
ん
た
は
若
い
ん
だ
か
ら
出
所
し
て
働
か
な
き
ゃ
！
留
置
場
で
死
ん
だ
ら
何
の
得
が
あ
る
の
？
」
と
説
得
さ
れ
て
背
教

し
た
。
す
る
と
山
亭
　
教
会
の
執
事
た
ち
が
そ
の
牧
師
を
訪
ね
て
こ
う
説
得
す
る
の
で
あ
る
。「
牧
師
さ
ま
、
ペ
テ
ロ
の
こ
と
を

考
え
て
ま
た
牢
獄
に
入
っ
て
下
さ
い
。」濳

こ
う
し
て
彼
ら
は
忠
実
に
キ
リ
ス
ト
の
御
意
志
を
全
う
し
た
。
牧
師
は
死
に
教
会
堂
も
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
山
亭
　
教
会
は
キ

リ
ス
ト
の
御
名
の
栄
光
を
力
強
く
あ
ら
わ
し
た
。
そ
し
て
、
朱
基
徹
牧
師
は
、
日
本
も
朝
鮮
半
島
も
天
照
大
神
と
天
皇
の
権
威

一
色
と
い
う
堕
落
し
き
っ
た
暗
黒
の
世
に
、
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
な
る
教
会
を
力
強
く
建
て
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
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蠱
　
朱
基
徹
牧
師
の
抵
抗
権
思
想

そ
れ
で
は
、
朱
基
徹
牧
師
は
何
の
た
め
に
闘
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
朱
基
徹
牧
師
の
抵
抗
に
対
す
る
評
価
に
は
い
く
つ
か

の
見
解
が
あ
る
が
、
主
な
も
の
は
、
衢
）
無
意
味
論
、
衫
）
民
族
主
義
的
理
解
、
袁
）
現
象
学
的
理
解
、
衾
）
信
仰
告
白
的
理

解
の
四
種
類
で
あ
る
。

衢
）
無
駄
死
に
論
‥
こ
れ
は
日
本
政
府
の
解
釈
を
鵜
呑
み
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
立
場
に
立
つ
者
は
「
神
社
参
拝
は
宗
教
で

は
な
い
。
国
民
儀
礼
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
時
、
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
殉
教
し
た
朱
基
徹
牧
師

は
全
く
意
味
の
な
い
抵
抗
を
し
、
無
駄
死
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
主
張
の
代
表
的
な
人
物
は
尹
聖
範

ユ
ン
・
ソ
ン
ボ
ム
　潭

、
金
在
俊
と

キ
ム
・
ジ
ェ
ー
ジ
ュ
ン
　
　そ

の
弟

子
の
鄭
賀
恩

ジ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン

で
、
彼
ら
は
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
を
二
十
世
紀
の
真
の
殉
教
者
と
讃
美
し
つ
つ
「
朱
基
徹
牧
師
の
死
は
…
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
の
様
に
そ
の
社
会
に
対
す
る
教
会
の
使
命
と
責
任
に
於
い
て
獄
死
し
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
て
、
朱
基

徹
牧
師
ら
抵
抗
者
た
ち
を
「
韓
国
教
会
の
代
表
的
な
戒
律
主
義
者
達
、
独
善
主
義
者
、
典
型
的
な
パ
リ
サ
イ
人
」
と
非
難
。
彼

ら
の
受
難
と
死
は
「
彼
ら
の
無
知
の
た
め
」
で
あ
り
、「
根
本
主
義
者
達
の
最
後
の
悪
あ
が
き
の
悲
鳴
」、「
根
本
主
義
神
学
に
よ

る
思
想
の
凍
結
」、「
自
分
自
身
に
対
す
る
虐
待
」
な
い
し
は
「
教
理
に
よ
る
自
己
疎
外
」
の
犠
牲
だ
と
し
、「
朱
基
徹
牧
師
は
一

つ
の
不
憫
な
保
守
主
義
信
仰
人
の
凄
惨
な
末
路
に
過
ぎ
な
い
」
と
言
う澂
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
彼
ら
の
「
当
時
問
題
と
さ
れ
た
神
社
参
拝
、
東
方
遥
拝
は
国
民
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
儀
礼
で
あ
っ
た
」
と
い
う
前
提
自
体
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
当
時
日
本
の
政
府
は
「
キ
リ
ス
ト
は
宇
宙
創
造
主
に
し

て
日
本
帝
国
を
も
創
造
せ
る
も
の
で
あ
る
。
天
皇
陛
下
も
罪
人
に
し
て
悔
い
改
め
ね
ば
滅
び
る
云
々
」
と
陳
述
す
る
朱
基
徹
牧

師
を
「
精
神
病
者
」
と
宣
伝
し
た潼
。
朱
牧
師
が
「
社
会
に
対
す
る
教
会
の
使
命
と
責
任
に
於
い
て
獄
死
し
た
と
見
な
す
こ
と
は

で
き
な
い
。」
と
言
う
が
、
私
は
朱
牧
師
が
社
会
に
対
す
る
教
会
の
責
任
を
回
避
し
た
と
は
全
然
思
わ
な
い
。
こ
れ
は
後
で
述
べ

る
。
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衫
）
民
族
主
義
的
理
解
‥
こ
れ
は
朱
基
徹
牧
師
が
民
族
の
た
め
に
抵
抗
し
た
と
考
え
る
立
場
で
、
代
表
的
人
物
は
李
萬
烈

イ
ー
・
マ
ン
ヨ
ル

教

授
で
あ
る
。
彼
は
「
朱
基
徹
が
若
い
時
に
民
族
主
義
者
、
李
昇
薫

イ
ー
・
ス
ン
フ
ン

と
壜
晩
植

チ
ョ
ー
・
マ
ン
シ
ク
の
下
で
教
育
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
」
等
を
根
拠

と
し
て
こ
う
結
論
す
る
。
朱
基
徹
牧
師
は
じ
め
抵
抗
者
た
ち
は
「
明
ら
か
に
日
帝
に
反
抗
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
世
俗
的
な
武

力
に
よ
る
反
抗
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
し
で
あ
る
。
彼
は
基
督
教
が
増
加
す
る
こ
と
が
日
本
國
対
の
変
革
を
も
た
ら

す
こ
と
で
あ
る
と
見
た
。」潘
李
萬
烈
教
授
は
神
社
参
拝
反
対
運
動
が
持
つ
反
日
的
性
格
を
極
め
て
単
純
に
解
釈
し
、
朱
基
徹
牧
師

が
反
日
民
族
主
義
運
動
の
一
翼
を
担
う
目
的
で
、
す
な
わ
ち
武
力
抵
抗
は
他
の
韓
国
人
に
任
せ
て
、
朱
牧
師
は
文
人
と
し
て
宗

教
分
野
で
抗
日
運
動
を
展
開
し
、
そ
れ
が
神
社
参
拝
反
対
だ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
面
的
に
は
自
ら
の
宗
教
に

殉
ず
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
が
、
そ
の
本
質
は
実
は
単
な
る
民
族
主
義
運
動
に
過
ぎ
ず
、
民
族
の
た
め
に
抵
抗
し
、
民
族
の

た
め
に
死
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
朱
基
徹
牧
師
の
死
は
「
殉
教
」
で
は
な
く
「
殉
国
」
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な

い
。し

か
し
、
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
朱
牧
師
自
身
が
民
族
主
義
を
は
っ
き
り
否
定
し
て
い
る
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
民
族
主
義
の
牙
城
で
あ
っ
た
山
亭
　
教
会
に
赴
任
し
て
ま
も
な
く
語
っ
た
「
三
種
類
の
信
仰
」
と
い
う
説
教
で
は
こ

う
言
う
。「
三
種
類
の
信
仰
」
と
は
漓「
民
族
運
動
、
政
治
運
動
を
す
る
た
め
に
教
会
に
来
て
イ
エ
ス
を
信
じ
る
」
信
仰
と
、
滷

「
人
格
を
高
め
、
道
徳
的
生
活
を
す
る
た
め
に
イ
エ
ス
を
信
じ
る
」
信
仰
と
、
澆「
新
し
く
生
ま
れ
て
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
を
心
に

受
け
、
感
謝
に
溢
れ
た
信
仰
生
活
を
す
る
た
め
に
教
会
に
通
う
」
信
仰
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
漓
と
滷
の
信
仰
に
関
し
て

「
そ
の
よ
う
な
人
は
キ
リ
ス
ト
と
何
ら
関
係
が
な
い
の
で
、
今
か
ら
で
も
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
る
が
よ
い
！
」
と
朱
牧
師
は
厳
し

く
言
い
放
っ
た澎
。
彼
は
五
山
学
校

オ
ー
サ
ン
・
ハ
ッ
キ
ョ

で
民
族
主
義
を
教
育
さ
れ
た
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
民
族
主
義
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
三
○
年
代
に
行
わ
れ
た
創
氏
改
名
を
朱
牧
師
が
受
け
入
れ
た
事
実
も
重
要
で
あ
る澑
。
朱
牧
師
が
自
分
の
民
族
を
愛
し
た

こ
と
は
事
実
だ
と
思
う
が
、
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
民
族
主
義
や
抗
日
運
動
と
し
て
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
と
は
到
底
思
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わ
れ
な
い
。
も
し
も
仮
に
彼
が
民
族
主
義
で
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
の
な
ら
、
民
族
の
屈
辱
で
あ
る
創
氏
改
名
に
い
の
ち
が
け

で
抵
抗
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
川
基
徹
に
改
名
す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
た
。
同
じ
く
神
社
参
拝
に
反
対
し
た
韓
尚

ハ
ン
・
サ
ン

東ド
ン

牧
師
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
民
族
主
義
や
抗
日
運
動
と
し
て
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
朱
牧
師
は
こ
う
も
言
う
。「
私
は
国
法
を
守
っ
て
い
る
。
税
金
も
払
う
し
法
律
も
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
神

の
十
戒
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
聖
書
の
教
訓
だ
。」濂
「
朱
牧
師
は
大
日
本
帝
国
の
臣
民
で
は
な
い
と
言
う
の
か
？

日
本
の
国
民
で
も
あ
る
の
だ
。」潦
朱
牧
師
の
四
男
朱
光
朝

チ
ュ
・
ク
ワ
ン
ジ
ョ
ー長
老
か
ら
直
接
聞
い
た
話
し
に
よ
れ
ば
、
解
放
後
、
共
産
政
権
が
朱
牧

師
を
「
抗
日
運
動
の
闘
士
」
と
し
て
賞
賛
し
、
大
邸
宅
の
権
利
書
と
莫
大
な
金
銭
を
持
っ
て
来
た
時
、
呉
貞
模
夫
人
は
、
朱
牧

師
が
抗
日
運
動
や
民
族
主
義
で
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
の
で
は
な
い
と
言
っ
て
断
っ
た
と
い
う
。

単
純
に
比
較
で
き
な
い
と
は
思
う
が
、
そ
も
そ
も
「
民
族
の
た
め
の
愛
国
的
闘
争
」
と
い
う
な
ら
、
積
極
的
に
戦
争
協
力
し

た
当
時
の
日
本
の
教
会
も
負
け
な
い
く
ら
い
民
族
主
義
は
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
民
族
の
た
め
貢
献
し
て
も
神
の
前

に
は
何
一
つ
価
値
を
持
た
な
い
。
そ
れ
故
、
民
族
主
義
的
理
解
は
ほ
と
ん
ど
「
犬
死
に
」
的
理
解
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

袁
）
現
象
学
的
理
解
‥
こ
の
よ
う
な
民
族
主
義
的
理
解
で
は
朱
基
徹
牧
師
の
「
殉
教
」
の
意
味
が
歪
曲
さ
れ
る
と
考
え
、
朱

基
徹
牧
師
の
抵
抗
と
死
が
純
粋
な
宗
教
的
な
動
機
と
目
的
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
閔
庚
培

ミ
ン
・
キ
ョ
ン
ベ
ー
教
授
は
解
釈
す
る
。「
彼
は
信
仰
に
従

っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
信
仰
は
信
仰
自
ら
を
物
語
り
、〝
抵
抗
〞
し
〝
作
用
〞
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
は
自
ず
か
ら

外
に
溢
れ
、
悪
の
勢
力
に
抵
抗
し
、
そ
し
て
さ
ば
き
を
も
っ
て
〝
現
象
化
〞
す
る
事
実
を
朱
基
徹
牧
師
は
我
が
韓
国
教
会
に
信

仰
の
遺
産
と
し
て
教
え
、
残
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。」
つ
ま
り
朱
基
徹
牧
師
は
国
家
や
民
族
の
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ず
自
分
の

「
信
仰
」
を
た
だ
ひ
た
す
ら
純
粋
に
追
求
し
た
だ
け
だ
が
、
何
か
自
分
の
個
人
的
「
信
仰
」
が
「
自
ず
か
ら
外
に
溢
れ
」、
遂
に

は
自
然
と
「
悪
の
勢
力
に
抵
抗
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
閔
教
授
は
こ
れ
を
「
抵
抗
の
現
象
学
」
と
呼
ぶ澳
。

こ
れ
は
民
族
主
義
的
理
解
を
脱
し
た
点
で
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
極
め
て
実
存
的
理
解
に
終
始
し
て
問
題
で
あ
る
。
朱
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牧
師
は
国
家
や
民
族
等
を
念
頭
に
置
か
ず
に
自
分
の
個
人
的
「
信
仰
」
を
ひ
た
す
ら
純
粋
に
追
求
し
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
れ

が
た
ま
た
ま
「
悪
の
勢
力
に
抵
抗
」
す
る
よ
う
「
現
象
化
」
し
た
と
言
う
の
だ
。
こ
れ
が
「
朱
基
徹
牧
師
が
我
が
韓
国
教
会
に

信
仰
の
遺
産
と
し
て
教
え
、
残
し
て
く
れ
た
」
も
の
と
言
わ
れ
る
と
、
果
た
し
て
そ
う
か
と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
。

衾
）
信
仰
告
白
的
理
解
‥
李
象
奎

イ
ー
・
サ
ン
ギ
ュ
ー
教
授
は
、
朱
基
徹
牧
師
が
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
理
由
と
し
て
ａ
、
神
社
参
拝
は
神
の
戒

め
に
反
す
る
偶
像
礼
拝
だ
と
見
な
し
た
か
ら
、
ｂ
、
教
会
の
純
粋
性
と
聖
さ
を
守
る
た
め
、
ｃ
、
神
社
参
拝
は
個
人
の
信
仰
の

良
心
と
信
仰
の
自
由
を
抑
圧
す
る
も
の
と
見
た
か
ら
、
の
三
点
を
挙
げ
る澣
。
私
も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
に
賛
成
だ
が
、
こ
れ

を
漓「
神
の
こ
と
ば
を
守
る
た
め
」、
滷「
教
会
を
改
革
す
る
た
め
」、
澆「
国
家
を
改
革
す
る
た
め
」
と
言
い
替
え
て
説
明
し
た

い
。
も
ち
ろ
ん
朱
基
徹
牧
師
は
、
閔
教
授
の
言
う
よ
う
に
、
究
極
的
に
は
た
だ
「
神
の
栄
光
の
た
め
に
」
神
社
参
拝
に
反
対
し

た
。
し
か
し
同
時
に
漓「
神
の
こ
と
ば
」
滷「
教
会
」
澆「
国
家
」
の
た
め
に
も
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理

解
は
彼
の
「
信
仰
的
動
機
」
を
決
し
て
弱
め
ず
、
む
し
ろ
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

漓「
神
の
こ
と
ば
を
守
る
た
め
」‥
朱
基
徹
牧
師
は
、
死
に
至
る
ま
で
忠
実
に
神
の
戒
め
を
守
り
通
し
て
神
に
忠
実
で
あ
ろ
う

と
し
た
。
そ
れ
は
「
神
社
参
拝
は
神
の
戒
め
の
う
ち
第
一
戒
と
第
二
戒
を
同
時
に
犯
す
も
の
で
あ
る
故
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
排

撃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
宣
言
の
内
に
表
れ
て
い
る
。
偶
像
崇
拝
の
問
題
は
キ
リ
ス
ト
信
仰
の
「
死
活
問
題
」
で
あ
る
。
天

照
大
神
を
拝
む
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
は
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
を
妥
協
す
れ
ば
、
自
分
が
牧
師
で

あ
る
ど
こ
ろ
か
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
失
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
朱
基
徹
牧
師
は
抵
抗
し
た
の
だ
。「
我
ら
の
主
が

私
の
た
め
に
十
字
架
の
苦
難
を
お
引
き
受
け
に
な
り
、
血
を
流
し
て
死
ん
で
下
さ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
私
が
恐
ろ
し
い
か
ら

と
い
っ
て
主
を
知
ら
な
い
ふ
り
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
た
だ
一
死
覚
悟
が
あ
る
だ
け
で
す
。」
朱
基
徹
牧
師
は
、
純
粋
に

神
の
こ
と
ば
を
守
る
た
め
に
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
て
殉
教
し
た
の
で
あ
る
。

滷「
教
会
を
改
革
す
る
た
め
」‥
朱
基
徹
牧
師
は
韓
国
教
会
を
改
革
す
る
た
め
に
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
。
朱
牧
師
は
神
の
こ
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と
ば
こ
そ
が
教
会
を
建
て
上
げ
る
唯
一
の
も
の
だ
と
見
て
い
た
。
す
で
に
紹
介
し
た
が
、「
預
言
者
の
権
威
」
と
い
う
説
教
が
彼

の
教
会
観
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
の
説
教
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
一
死
覚
悟
」
と
は
、
当
時
の
日
本
が
さ
か
ん
に
呼
び
か

け
て
い
た
よ
う
に
、
民
族
主
義
や
精
神
主
義
を
鼓
舞
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
は
「
一
死
覚
悟
を
し
て
神
の
こ
と
ば

を
妥
協
な
く
語
る
」
と
い
う
一
点
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
「
預
言
者
の
権
威
」
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
に
朱
牧
師
の
教

会
観
が
あ
る
。「
牧
師
さ
ま
。
少
し
も
心
配
し
な
い
で
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
は
心
配
な
さ
ら
ず
刑
務
所
に

入
り
、
信
仰
を
守
っ
て
殉
教
し
て
下
さ
い
。
こ
の
韓
国
教
会
の
一
粒
の
麦
と
な
り
、
韓
国
教
会
が
多
く
の
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
牧
師
さ
ま
が
し
っ
か
り
と
殉
教
し
て
こ
そ
、
韓
国
教
会
が
立
つ
の
で
す
。」
と
い
う
呉
貞
模
夫
人
の

言
葉
通
り
、
牧
師
が
神
の
こ
と
ば
を
正
し
く
語
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
こ
そ
「
韓
国
教
会
が
立
つ
」。
だ
か
ら
、
牧
師
が
神
の
こ
と

ば
を
正
し
く
語
ら
ぬ
な
ら
、
た
と
え
教
会
の
建
物
は
残
り
、
牧
師
も
信
徒
も
生
き
延
び
た
と
し
て
も
、
教
会
は
立
た
な
い
の
で

あ
る
。
神
の
こ
と
ば
を
正
し
く
語
ら
ぬ
、
教
会
と
し
て
の
本
質
を
骨
抜
き
に
さ
れ
た
教
会
は
も
は
や
死
ん
だ
教
会
で
あ
る
。
ど

ん
な
に
大
会
堂
を
建
て
て
も
、
信
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
も
、
朱
牧
師
が
見
る
時
そ
れ
は
倒
れ
た
教
会
で
あ
り
、
ど
ん
な
に

待
っ
て
も
実
を
結
ば
ぬ
不
毛
な
教
会
な
の
だ
。
こ
こ
に
朱
基
徹
牧
師
の
明
快
な
教
会
観
が
あ
る
。
朱
牧
師
に
と
っ
て
の
教
会
成

長
と
は
、
た
と
え
教
会
が
解
散
に
な
り
、
牧
師
が
投
獄
さ
れ
て
殉
教
し
て
も
、
神
の
こ
と
ば
を
忠
実
に
語
り
、
キ
リ
ス
ト
の
御

意
志
を
忠
実
に
全
う
し
て
、
こ
の
罪
の
世
に
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
あ
ら
わ
し
て
行
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
教
会
が

迫
害
を
回
避
し
て
「
神
社
参
拝
は
宗
教
儀
式
で
は
な
い
、
単
に
国
家
儀
式
だ
」
と
偽
っ
て
神
社
参
拝
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
朱

牧
師
に
と
っ
て
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
何
故
な
ら
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
教
会
が
教
会
で
な
く
な
る
し
、
牧
師

は
牧
師
で
な
く
な
る
。
そ
れ
な
ら
殺
さ
れ
て
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
っ
た
。
朱
牧
師
に
と
っ
て
は
「
イ
エ
ス
を
棄
て
て
生
き
る
と

は
本
当
の
意
味
で
は
死
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
イ
エ
ス
に
従
っ
て
死
ぬ
と
は
真
の
意
味
で
生
き
る
こ
と
」澡
だ
。
信
仰
告
白
を
捨
て
て

生
き
延
び
て
も
地
獄
へ
堕
ち
れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
信
仰
告
白
を
貫
い
て
殉
教
し
て
も
そ
れ
で
天
国
へ
行
け
る
な
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ら
本
望
で
あ
る
。
そ
れ
で
朱
牧
師
は
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
て
殉
教
し
た
。
こ
れ
は
信
仰
が
強
い
弱
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

そ
の
人
が
果
た
し
て
本
当
に
永
遠
の
い
の
ち
を
神
さ
ま
か
ら
も
ら
っ
た
か
否
か
と
い
う
キ
リ
ス
ト
信
仰
の
本
質
を
問
う
問
題
な

の
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、
私
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
信
仰
と
は
、
朱
牧
師
も
言
う
よ
う
に
、
道
徳
や
哲
学
、
民
族
運
動
や
御
利

益
宗
教
、
処
世
術
の
一
種
な
ど
で
は
な
く
、
永
遠
の
い
の
ち
の
問
題
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
で
「
天
皇
陛
下
も
イ
エ
ス
を
信
じ
な
け

れ
ば
地
獄
に
行
く
と
い
う
の
か
？
」
と
い
う
刑
事
の
尋
問
に
も
、
朱
牧
師
は
「
人
間
は
す
べ
て
み
な
同
じ
で
す
。
天
皇
と
い
え

ど
も
神
を
信
じ
ず
過
ち
を
犯
せ
ば
地
獄
へ
行
き
ま
す
！
」
と
は
っ
き
り
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
朱
基
徹

牧
師
の
信
仰
の
核
心
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
自
ら
神
社
参
拝
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
、
朱
牧
師
に
と
っ
て
は
そ
の
ま
ま
教
会

を
改
革
す
る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

李
象
奎
教
授
は
、
朱
牧
師
が
神
社
参
拝
に
は
反
対
し
た
が
反
対
「
運
動
、
、

」
に
は
同
調
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

韓
尚
東
牧
師
が
「
組
織
化
さ
れ
た
強
要
に
対
し
て
は
、
組
織
的
な
反
対
で
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
、
組
織
的
に
「
神

社
参
拝
反
対
運
動
」
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
朱
牧
師
は
「
組
織
の
弱
点
を
憂
慮
し
た
た
め
に
、
個
人
の
信
念
を
強

調
」
し
、
組
織
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る澤
。
私
は
こ
の
点
さ
ら
に
、
朱
基
徹
牧
師
が
神
社
参
拝
へ
の
抵

抗
は
純
粋
に
た
だ
「
信
仰
に
よ
っ
て
」
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
理
解
し
た
い
。
つ
ま
り
、
朱
牧
師
が
「
信
仰

闘
争
は
、
組
織
の
力
で
は
な
く
、
た
だ
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
見
て
い
た
」
と
考
え
る
。
神
社
参
拝
反

対
運
動
は
あ
く
ま
で
神
へ
の
「
信
仰
に
よ
っ
て
」
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
単
な
る
社
会
運
動
や
民
族
運
動
と
は
区
別
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
点
だ
。
神
社
参
拝
に
対
す
る
反
対
は
、
個
人
的
に
せ
よ
集
団
的
に
せ
よ
た
だ
信
仰
に

よ
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
へ
の
恨
み
や
憎
し
み
や
敵
対
心
で
展
開
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
信
仰
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
べ
き
だ
。「
信
仰
に
よ
ら
な
い
こ
と
は
み
な
罪
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
韓
尚
東
牧
師
が
現
老
会
解
体
と
新
老
会

結
成
運
動
を
提
案
し
た
時
、
朱
基
徹
牧
師
は
こ
れ
を
「
時
期
尚
早
」
と
反
対
し
た
。
そ
れ
は
朱
牧
師
が
自
分
た
ち
の
闘
い
を
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「
信
仰
の
闘
争
」
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
社
会
運
動
や
民
族
運
動
と
は
違
う
。「
向
こ
う
が
力
で
来
る
な
ら
こ

っ
ち
も
力
で
！
」
と
大
げ
さ
に
群
衆
を
煽
動
し
て
い
た
ず
ら
に
民
族
感
情
を
煽
っ
て
は
な
ら
な
い
。
聖
な
る
「
主
の
闘
い
」
は

た
だ
純
粋
に
神
へ
の
敬
虔
に
よ
っ
て
闘
わ
れ
る
べ
き
だ
と
朱
牧
師
は
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
朱
牧
師
が
韓
牧
師
の
提
案
に
反

対
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
朱
牧
師
が
現
老
会
を
改
革
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点
、
分
離
主
義
的
な
立
場
を
見
せ
る
韓
牧
師
と
は
対
照
的
だ
。
李
象
奎
教
授
の
指
摘
通
り
、「
朱
基
徹
は
神
社
参
拝
を
反
対
す
る

こ
と
で
教
会
の
純
潔
と
純
粋
性
を
守
ろ
う
と
努
力
し
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
分
離
主
義
的
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
地

上
の
教
会
の
不
完
全
性
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
神
社
参
拝
反
対
者
た
ち
だ
け
に
よ
る
別
途
の
教
会
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
は

考
え
な
か
っ
た
。」澹
そ
れ
で
死
ぬ
二
日
前
に
「
私
は
天
の
御
国
に
行
っ
た
ら
こ
の
受
難
の
同
胞
た
ち
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。」
と

妻
に
言
う
。
た
と
え
神
社
参
拝
を
決
議
し
、
自
分
を
罷
免
し
た
老
会
で
あ
っ
て
も
、
韓
牧
師
の
よ
う
に
即
座
に
「
現
老
会
を
解

体
す
る
」
と
か
「
新
老
会
」
を
結
成
す
る
と
か
即
断
せ
ず
に
、
む
し
ろ
そ
れ
が
立
ち
直
る
よ
う
祈
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
朱
基
徹
牧
師
は
韓
国
教
会
を
改
革
す
る
た
め
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
。

澆「
国
家
を
改
革
す
る
た
め
」
‥
朱
基
徹
牧
師
は
国
家
を
神
の
こ
と
ば
で
改
革
す
る
た
め
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
。
三
回
目
の

拘
束
の
際
「
今
日
か
ら
説
教
す
る
な
！
」
と
警
察
に
命
令
さ
れ
た
時
、
朱
牧
師
は
こ
う
答
え
た
。「
私
は
説
教
権
を
神
さ
ま
か
ら

受
け
た
の
で
、
神
さ
ま
が
や
め
ろ
と
お
っ
し
ゃ
れ
ば
や
め
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
の
説
教
権
は
警
察
か
ら
受
け
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
警
察
署
が
や
め
ろ
と
言
え
る
は
ず
が
な
い
。」「
説
教
を
や
め
な
き
ゃ
逮
捕
す
る
。」
と
い
う
脅
迫
に
「
説
教
す
る

こ
と
は
私
の
つ
と
め
で
、
逮
捕
す
る
こ
と
は
警
察
の
つ
と
め
だ
。
私
は
私
の
務
め
を
果
た
す
。」
と
答
え
る
。「
大
日
本
帝
国
警

察
官
の
命
令
に
従
わ
ん
と
い
う
の
か
！
」
し
か
し
朱
牧
師
は
こ
う
言
い
返
す
の
で
あ
る
。「
そ
の
日
本
の
憲
法
が
礼
拝
の
自
由
を

許
可
し
た
の
だ
。
あ
な
た
が
た
は
今
礼
拝
妨
害
、
憲
法
違
反
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。」濆
「
私
は
説
教
権
を
神
さ
ま
か
ら
受

け
た
」
と
、
神
の
こ
と
ば
を
説
教
す
る
権
限
が
絶
対
不
可
侵
な
も
の
で
国
家
権
力
も
干
渉
で
き
な
い
と
朱
牧
師
は
宣
言
す
る
。
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教
会
は
世
俗
の
国
家
と
並
ぶ
霊
的
な
独
立
王
国
な
の
だ
。
教
会
は
世
俗
の
こ
と
で
は
世
俗
の
権
力
に
従
う
が
、
信
仰
の
こ
と
で

は
世
俗
の
命
令
に
従
え
な
い
。
こ
の
意
味
で
教
会
は
世
俗
の
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
説
教
す
る
こ
と
は

私
の
つ
と
め
で
、
逮
捕
す
る
こ
と
は
警
察
の
つ
と
め
だ
。
私
は
私
の
つ
と
め
を
果
た
す
。」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
教
会
は
、
国
家

か
ら
の
独
立
と
自
由
を
保
ち
つ
つ
、「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
分
の
責
任
を
果
た
す
」
の
だ
。「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
分
の
責

任
」
と
は
何
か
？
そ
れ
が
す
な
わ
ち
神
の
こ
と
ば
を
語
る
「
説
教
」
な
の
で
あ
る
。
教
会
は
、
国
家
か
ら
の
独
立
と
自
由
を
保

ち
つ
つ
、
国
家
に
向
か
っ
て
神
の
こ
と
ば
を
語
り
続
け
る
。
こ
れ
が
国
家
に
対
す
る
教
会
の
本
質
的
責
任
だ
と
言
う
。
そ
う
し

て
教
会
も
国
家
も
互
い
に
独
立
を
保
ち
つ
つ
、
共
に
神
の
栄
光
の
た
め
に
有
機
的
に
関
係
し
、
機
能
し
て
い
く
。
こ
れ
は
カ
ル

ヴ
ァ
ン
の
考
え
た
「
教
会
と
国
家
」
の
あ
り
方
で
あ
っ
た澪
。「
教
会
と
国
家
」
の
領
域
を
混
同
せ
ず
、
さ
り
と
て
隠
遁
的
分
離

主
義
に
も
陥
ら
ず
、
教
会
は
国
家
か
ら
の
独
立
を
保
ち
つ
つ
、
同
時
に
委
ね
ら
れ
た
霊
的
な
剣
、
即
ち
神
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
、

積
極
的
に
俗
権
に
助
言
し
、
警
告
を
発
し
、
俗
権
に
神
の
こ
と
ば
を
教
育
す
る
の
で
あ
る
。「
大
日
本
帝
国
警
察
官
の
命
令
に
従

わ
ん
と
い
う
の
か
！
」
と
の
警
察
官
の
怒
号
に
対
し
「
そ
の
日
本
の
憲
法
が
礼
拝
の
自
由
を
許
可
し
た
の
だ
。
あ
な
た
が
た
は

今
礼
拝
妨
害
、
憲
法
違
反
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。」
と
言
う
時
、
朱
牧
師
は
教
会
に
対
す
る
俗
権
の
責
任
と
義
務
を
教
育
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
神
に
立
て
ら
れ
た
「
預
言
者
」
と
し
て
、「
預
言
者
」
の
権
威
を
も
っ
て
「
一
死
覚
悟
」
し
て
妥
協
せ
ず
に

神
の
こ
と
ば
を
語
る
、
そ
こ
に
国
家
に
対
す
る
教
会
の
責
任
が
あ
る
と
朱
牧
師
は
考
え
た
。
こ
こ
に
朱
牧
師
の
言
う
預
言
者
の

権
威
が
あ
る
。
朱
基
徹
牧
師
は
、「
国
家
を
改
革
す
る
た
め
」
神
社
参
拝
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
通
り
、
朱
基
徹
牧
師
は
究
極
的
に
は
た
だ
「
神
の
栄
光
の
た
め
に
」
神
社
参
拝
に
反
対
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
同
時
に
「
神
の
こ
と
ば
を
守
る
た
め
」、「
教
会
を
改
革
す
る
た
め
」、「
国
家
を
改
革
す
る
た
め
」
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。

朱
基
徹
牧
師
は
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
見
据
え
な
が
ら
、
神
に
敵
対
す
る
悪
魔
と
格
闘
し
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
　
〜
朱
基
徹
牧
師
の
抵
抗
か
ら
学
ぶ
こ
と
〜

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
日
本
は
敗
戦
し
た
。
神
に
敵
対
し
て
偶
像
崇
拝
を
強
要
し
、
現
人
神
天
皇
の
権
威
を
世
界
に
現

そ
う
と
し
た
大
日
本
帝
国
は
神
の
さ
ば
き
を
受
け
て
滅
び
る
。
神
聖
不
可
侵
と
教
え
込
ま
れ
た
天
皇
の
権
威
は
地
に
落
ち
、
国

家
や
天
皇
を
も
審
判
な
さ
る
キ
リ
ス
ト
の
権
威
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、
神
の
審
判
を
警
告
し
た
朱
基
徹
牧
師
の
預
言
は
地
に
落

ち
ず
に
成
就
し
た
。
朱
基
徹
牧
師
は
死
に
、
教
会
堂
も
失
っ
た
が
、
彼
の
語
っ
た
神
の
こ
と
ば
は
し
っ
か
り
倒
れ
ず
立
ち
続
け

た
の
で
あ
る
。
自
ら
が
神
社
参
拝
し
な
い
こ
と
で
朱
牧
師
は
ま
こ
と
の
神
に
栄
光
を
帰
し
、
国
家
も
服
従
す
べ
き
キ
リ
ス
ト
の

権
威
を
世
に
証
し
し
て
主
の
御
名
の
栄
光
を
力
強
く
現
し
た
。
朱
牧
師
の
見
た
通
り
、
や
は
り
神
の
こ
と
ば
こ
そ
が
教
会
の
い

の
ち
で
あ
っ
た
。
教
会
が
立
つ
の
も
倒
れ
る
の
も
た
だ
神
の
こ
と
ば
に
よ
っ
た
の
で
あ
り
、
神
の
こ
と
ば
こ
そ
が
教
会
の
死
活

問
題
の
鍵
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

反
対
に
、
神
の
こ
と
ば
の
権
威
を
世
に
立
て
ず
、
世
に
妥
協
し
た
教
会
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
か
？
一
言
で
言
う
と
、

神
と
人
の
前
に
罪
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
家
神
道
」
の
論
理
を
受
け
入
れ
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
国
策
に
追
従
し

て
い
っ
た
。
一
度
妥
協
し
た
教
会
は
そ
の
後
も
ズ
ル
ズ
ル
と
妥
協
し
続
け
、
自
分
た
ち
の
生
き
残
り
の
た
め
な
ら
何
で
も
や
っ

た
。「
信
者
を
六
年
、
伝
道
者
を
満
十
年
や
っ
て
来
て
治
安
維
持
法
と
い
う
法
律
違
反
事
件
に
よ
っ
て
批
判
と
反
省
の
最
後
の
結

論
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。」「
天
皇
帰
一
の
精
神
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
行
く
道
で
あ
り
、
信
仰
で
あ
る
。
も
し
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
を
捨
て
た
故
に
地
獄
へ
行
け
と
い
は
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
日
本
人
の
ひ
と
り
と
し
て
行
こ
う
と
決
心
し
た
。」
と
警
察

に
手
記
を
提
出
し
た
牧
師
の
告
白
は
、
惨
め
な
教
会
の
成
れ
の
果
て
で
あ
る濟
。
そ
し
て
、
教
会
は
「
殉
国
即
殉
教
」
と
勝
手
に

定
義
し
、「
今
は
殉
教
の
精
神
を
要
す
る
時
だ
！
」
と
侵
略
戦
争
の
た
め
に
死
ぬ
よ
う
全
教
会
に
呼
び
か
け
た濕
。
そ
し
て
、
国
家

盲
従
の
姿
勢
は
神
の
さ
ば
き
で
国
が
滅
び
た
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
敗
戦
後
も
天
皇
の
戦
争
責
任
を
糾
弾
す
べ
き
で
あ
っ
た

の
に
、
む
し
ろ
天
皇
免
責
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る濬
。
結
局
、
日
本
の
教
会
は
、
遂
に
国
家
を
改
革
す
る
能
力
を
発
揮
し
な
か
っ
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た
。
私
は
思
う
の
だ
が
、
日
本
の
教
会
は
国
家
に
と
っ
て
未
だ
に
人
畜
無
害
な
存
在
で
は
あ
る
ま
い
か
？
否
、
神
の
こ
と
ば
を

委
ね
ら
れ
た
預
言
者
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
ま
じ
め
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
人
畜
無
害
」
ど
こ
ろ
か
神
の
呪
い
を
も
た
ら
す

有
害
な
元
凶
と
さ
え
言
え
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
時
中
教
会
が
国
家
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
だ
っ
た
責
任
は
、
朱
基
徹
牧

師
の
よ
う
に
一
死
覚
悟
で
神
社
参
拝
し
な
い
で
神
に
栄
光
を
帰
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
偶
像
崇
拝
を
強
要
し
、
自
国
の
利
益
の
た

め
に
ア
ジ
ア
諸
国
を
侵
略
す
る
よ
う
な
国
家
は
必
ず
神
の
さ
ば
き
を
受
け
て
滅
び
る
！
」
と
神
の
こ
と
ば
を
は
っ
き
り
語
っ
た

朴
寛
俊

パ
ク
・
ク
ワ
ン
ジ
ュ
ン長
老
の
よ
う
に
国
家
に
警
告
を
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た濔
。
も
し
教
会
が
そ
う
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
世
か
ら
ひ
ど
く

迫
害
さ
れ
た
だ
ろ
う
が
、
日
本
も
あ
る
い
は
滅
び
ず
に
す
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
し
、
少
な
く
と
も
戦
後
は
世
の
人
が
真
理
を
語

る
教
会
を
信
頼
し
、
尊
敬
し
て
、
教
会
の
語
る
こ
と
ば
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
教
会
が
神
の
こ
と

ば
を
正
し
く
語
ら
ず
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
現
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
国
家
は
滅
び
、
教
会
も
（
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
よ
う

な
）
つ
ま
ら
ぬ
存
在
と
な
り
果
て
て
社
会
に
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
塩
け
の
な
い
教
会
は
「
も
う
何
の
役

に
も
立
た
ず
、
外
に
捨
て
ら
れ
て
、
人
々
に
踏
み
つ
け
ら
れ
る
だ
け
」（
マ
タ
イ
五
・
13
）
と
は
本
当
だ
。
そ
う
し
て
世
の
光
、

地
の
塩
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
語
れ
ぬ
ま
ま
「
三
代
、
四
代
に
ま
で
」（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
○
・
５
）、「
四
十
年
の
間
」（
民
数

記
一
四
・
34
）、
否
、
五
十
六
年
間
も
荒
野
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
あ
の
時
の
神
さ
ま
「
へ
の
反
抗
が
何
か
を
思
い
知
」
ら
さ
れ

て
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
ま
目
覚
め
ず
反
省
し
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
今
後
も
「
七
十
年
」(

ダ
ニ
エ
ル
九
・
２)

の
惨
め
な
捕
囚
生
活
を
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

朱
基
徹
牧
師
が
命
が
け
で
現
し
た
神
の
栄
光
に
強
烈
に
照
ら
さ
れ
て
「
思
い
知
ら
さ
れ
る
」
歴
史
の
教
訓
は
、
や
は
り
神
の

こ
と
ば
こ
そ
教
会
の
い
の
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
の
こ
と
ば
を
正
し
く
語
っ
て
こ
そ
教
会
は
生
き
る
し
、
国
家
権
力
や

罪
人
を
恐
れ
て
神
の
こ
と
ば
を
曲
げ
て
語
れ
ば
教
会
は
死
ぬ
。
た
と
え
国
家
の
迫
害
を
逃
れ
て
生
き
残
り
、
人
気
を
博
し
て
大

教
会
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
妥
協
し
た
内
容
を
語
る
な
ら
教
会
と
し
て
の
本
質
を
失
う
。
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
と
し
て
の
い
の
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ち
を
失
う
の
だ
。
反
対
に
、
た
と
え
教
会
堂
が
閉
鎖
さ
れ
牧
師
が
殉
教
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
御
意
志
を
忠
実
に
全
う
し
た
な

ら
教
会
は
立
派
に
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
現
し
た
と
言
え
る
。
キ
リ
ス
ト
の
召
命
に
し
っ
か
り
応
え
た
と
言
え
る
。「
よ
く
や
っ

た
。
良
い
忠
実
な
し
も
べ
だ
。」（
マ
タ
イ
二
五
・
21
）
と
、
終
わ
り
の
日
に
は
イ
エ
ス
さ
ま
に
ほ
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
私
た
ち
日
本
の
教
会
が
朱
基
徹
牧
師
の
抵
抗
か
ら
学
ぶ
本
質
的
な
内
容
が
あ
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
朱
基
徹
牧
師
の
闘
争
を
、
当
時
の
日
本
の
教
会
は
は
た
し
て
ど
う
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
に
は
正
し
く
評
価
す
る
者
も
い
た濘
。
し
か
し
、
多
く
は
こ
う
し
た
「
抵
抗
」
を
良
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

い
い
迷
惑
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
六
月
「
朝
鮮
長
老
派
系
の
学
校
大
小
併
せ
て
百
十
五
校
を
廃
校
す
る
」
声

明
を
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
表
し
た
の
を
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
山
口
徳
夫
は
「
在
邦
宣
教
師
諸
氏
の
日
本
国
民
道
徳
に
対

す
る
認
識
不
足
と
、
聖
書
解
釈
の
偏
狭
な
い
し
は
誤
解
に
基
づ
く
も
の
」
と
評
す
る
。「
神
社
崇
敬
は
こ
こ
に
改
め
て
云
ふ
ま
で

も
な
く
日
本
国
民
の
美
徳
で
あ
る
。
先
祖
崇
敬
の
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
「
神
社
は
宗
教
に
非
ず
」
の
前
提
に
立
ち
、

神
社
参
拝
拒
否
を
第
五
戒
に
反
す
る
罪
と
断
罪
し
て
「
懺
悔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
で
言
う
の
だ濱
。
何
故
こ
ん
な
態
度

を
と
っ
た
の
か
？
そ
れ
は
韓
国
教
会
が
強
硬
に
神
社
参
拝
に
抵
抗
す
る
こ
と
で
政
府
が
態
度
を
硬
直
さ
せ
、
日
本
の
教
会
を
も

同
一
視
し
て
激
し
く
弾
圧
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
だ濮
。
つ
ま
り
抵
抗
者
た
ち
が
ど
ん
な
に
立
派
に
殉
教
し
て
も
、
当
時
の
日

本
の
教
会
は
そ
れ
を
正
し
く
評
価
す
る
ど
こ
ろ
か
、
何
の
価
値
も
な
い
「
犬
死
に
」
と
し
か
評
価
し
な
か
っ
た
。
否
さ
ら
に
言

え
ば
、
日
本
の
教
会
に
と
っ
て
抵
抗
者
は
「
気
違
ひ
じ
み
た
熱
狂
的
信
仰
」濛
を
持
つ
「
精
神
病
者
」
に
等
し
か
っ
た
。
彼
ら
の

思
想
は
「
危
険
思
想
」
で
、
彼
ら
の
抵
抗
は
「
懺
悔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
罪
な
の
だ
。
そ
れ
故
、
朱
基
徹
牧
師
の
殉
教
の

死
な
ど
は
早
く
取
り
除
い
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
有
害
な
死
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
一
九
三
八
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、

富
田
満
牧
師
が
日
本
の
教
会
を
代
表
し
て
神
社
参
拝
す
る
よ
う
朝
鮮
の
牧
師
た
ち
を
説
得
し
に
渡
韓
し
た
。
韓
国
で
は
二
千
人

以
上
が
投
獄
さ
れ
五
十
人
余
り
が
殉
教
し
た
が
、
富
田
は
こ
う
し
た
有
害
な
死
を
除
去
す
る
た
め
に
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
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し
て
も
、
こ
う
し
た
一
連
の
行
動
が
自
分
た
ち
の
信
仰
と
抵
抗
者
た
ち
の
信
仰
は
違
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
国
家
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
も
の
と
は
い
え
、
自
分
た
ち
の
信
仰
が
殉
教
者
の
信
仰
と
異
な
る
と
い
う
の
な
ら
、
一
体
彼
ら
は
ど
う

い
う
神
を
信
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
彼
ら
は
「
死
に
至
る
ま
で
忠
実
で
あ
れ
」
と
主
に
励
ま
さ
れ
る
ス
ミ
ル

ナ
教
会
を
罵
っ
て
い
た
「
サ
タ
ン
の
会
衆
」（
黙
示
録
二
・
９
）
と
同
様
に
、
殉
教
者
を
罵
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
こ
こ
が
日
本
の
教
会
の
戦
後
の
新
し
い
出
発
点
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
今
、
殉
教
者
の
視
点
か
ら
、
戦
中
戦
後

の
日
本
の
教
会
の
歩
み
を
も
う
一
度
根
本
か
ら
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
国
家
と
一
緒
に
な
っ
て

「
精
神
病
者
」
と
見
下
し
、
罵
り
、
見
捨
て
て
殺
し
た
朱
基
徹
牧
師
の
闘
争
を
正
し
く
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
は
、
殉
教
者
の
精
神
に
な
ら
っ
て
生
き
て
行
き
た
い
と
思
う
。

最
近
私
は
特
に
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
の
教
会
は
天
皇
制
の
呪
縛
を
今
日
ど
れ
だ
け
克
服
で
き
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
朱
基
徹
牧
師
が
生
き
て
い
た
ら
今
の
現
状
を
ど
う
見
る
だ
ろ
う
。
預
言
者
の
権
威
は
今
日
果
た
し
て
世
に
立
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
ど
れ
だ
け
の
牧
師
が
天
皇
制
の
抱
え
る
問
題
を
は
っ
き
り
講
壇
か
ら
説
教
で
き
る
の
か
。
最
近
で
は

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
問
題
の
深
刻
さ
を
牧
師
は
き
ち
ん
と
信
徒
に
教
え
た
の
か
。
役
員
や
信
徒
の
反
対
を
恐
れ
て
真
理
を
説
教

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
白
黒
は
っ
き
り
し
な
い
説
教
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
戦
時
中
に
一
度
敗
北
し
た
日
本
の

教
会
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
世
と
摩
擦
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
迫
害
を
受
け
ぬ
よ
う
に
と
、
何
と
か
辛
う
じ
て
惨
め
に
細
々
と
生

き
延
び
て
来
た
だ
け
の
「
負
け
犬
根
性
」
抜
け
き
ら
ぬ
ま
ま
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は
殉
教
者
を
罵
っ
て
見
殺
し
に
し
た
罪
を

悔
い
改
め
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
神
さ
ま
の
罰
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
体
質
を
根
本
か
ら
変
え
な
い
こ
と
に
は
、
日
本
の

教
会
は
こ
の
先
百
年
経
っ
て
も
世
に
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
現
せ
る
は
ず
が
な
い
。
特
に
最
近
の
テ
ロ
事
件
以
来
、
世
の
中
は
急

激
に
右
傾
化
し
て
い
る
。
こ
ん
な
時
代
に
、
ま
と
も
に
聖
書
か
ら
真
理
を
語
る
な
ら
、
当
然
世
か
ら
厳
し
い
迫
害
を
受
け
る
で

あ
ろ
う
。
村
八
分
や
殺
さ
れ
る
こ
と
も
覚
悟
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
世
と
妥
協
す
る
の
で
は
戦
時
中
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の
教
会
の
二
の
舞
で
あ
る
。
時
代
が
悪
い
な
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
教
会
は
世
の
常
識
や
評
判
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

神
の
こ
と
ば
で
あ
る
聖
書
か
ら
物
事
を
正
し
く
判
断
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
耐
え
忍
び
、
一
死
覚
悟

し
て
神
の
こ
と
ば
を
妥
協
な
く
忠
実
に
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。「
夢
を
見
る
預
言
者
は
夢
を
述
べ
る
が
よ
い
。
し
か
し
、
わ
た
し

の
こ
と
ば
を
聞
く
者
は
、
わ
た
し
の
こ
と
ば
を
忠
実
に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
麦
は
わ
ら
と
何
の
か
か
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。

〜
主
の
御
告
げ
。〜
」（
エ
レ
ミ
ヤ
二
三
・
28
）

主
の
苦
難
を
避
け
て
神
に
呪
わ
れ
る
生
き
方
は
も
う
た
く
さ
ん
だ
。
殉
教
者
の
精
神
に
な
ら
い
、
主
の
苦
難
を
喜
ん
で
耐
え

忍
び
、
主
の
御
意
志
を
忠
実
に
全
う
し
て
主
に
喜
ば
れ
た
い
。
そ
し
て
、
子
々
孫
々
千
代
に
至
る
祝
福
の
土
台
を
築
き
上
げ
て

い
き
た
い
と
切
に
祈
る
。

注

漓
姜
在
彦
「
日
本
に
よ
る
朝
鮮
支
配
の
四
十
年
」（
朝
日
文
庫
　
一
九
九
五
）、
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
『
韓
国
キ
リ
ス
ト
教

の
受
難
と
抵
抗
』（
信
教
出
版
社
　
一
九
九
五
）、
飯
沼
二
郎
『
天
皇
制
と
キ
リ
ス
ト
者
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
　
一
九
九

一
）、
村
上
重
良
『
国
家
神
道
』（
岩
波
新
書
）、
李
象
奎
『
韓
国
教
会
の
歴
史
的
流
れ
』（
大
韓
耶
蘇
教
長
老
会
総
会
教
育
委

員
会
　
一
九
九
一
）、
姜
渭
作
『
日
本
統
治
下
韓
国
の
宣
教
と
政
治
』（
大
韓
基
督
教
書
会
）
等
を
参
考
。

滷
金
麟
瑞
『
一
死
覚
悟
』（
ソ
ウ
ル
　
キ
ム
ン
社
　
一
九
六
九
）
一
○
頁

澆
閔
庚
培
『
神
の
栄
光
の
み
〜
殉
教
者
朱
基
徹
牧
師
伝
〜
』（
す
ぐ
書
房
　
一
九
八
九
）
一
○
六
〜
一
七
三
頁

潺
金
ヨ
ナ
『
一
死
覚
悟
』（
韓
国
教
会
プ
リ
チ
ャ
ッ
キ
宣
教
会
　
一
九
九
二
）
二
七
二
頁

潸
金
ヨ
ナ
　
前
掲
書
　
三
二
四
〜
三
二
六
頁

澁
金
ヨ
ナ
　
前
掲
書
　
三
二
四
〜
三
二
五
頁

69



澀
金
ヨ
ナ
　
前
掲
書
　
四
七
○
頁

潯
金
麟
瑞
　
前
掲
書
　
三
四
〜
三
五
頁

潛
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
資
料
集
蠡
』（
新
教
出
版
社
　
一
九
九
五
）
六
○
八
〜
六
一
三
頁
、

金
麟
瑞
　
前
掲
書
　
三
三
頁

濳
金
ヨ
ナ
　
前
掲
書
　
四
七
一
頁
、
四
八
一
〜
四
八
二
頁
、
閔
庚
培
『
た
だ
神
の
栄
光
の
み
』
二
八
六
頁

潭
根
拠
と
し
て
爬
明
治
十
四
年
十
月
に
発
表
さ
れ
た
「
神
社
は
宗
教
で
は
な
い
」
と
規
定
し
た
法
令，

爰
一
九
三
五
年
平
安
南

道
内
務
部
長
の
「
神
社
参
拝
拒
否
に
対
す
る
釈
明
書
」
で
の
「
神
社
参
拝
は
宗
教
行
為
で
は
な
い
」
と
い
う
釈
明
、
爲[

神
社

参
拝
は
宗
教
で
は
な
い
と
言
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と
の
海
老
名
弾
正
の
発
言
、
爻
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
の
一
九
三
六
年
五
月

二
五
日
「Sacred

C
ongregation

ofPropaganda
F
ide

」
を
通
し
て
の
「
神
社
参
拝
は
宗
教
儀
式
で
は
な
い
」
と
の
発
表

を
挙
げ
る
。
李
象
奎
「
朱
基
徹
牧
師
の
神
社
参
拝
反
対
と
抵
抗
」『
基
督
教
思
想
研
究
第
四
号
』（
高
神
大
学
校
基
督
教
思
想

研
究
所
　
一
九
九
七
）
一
九
九
頁

澂
金
容
福
等
『
韓
国
基
督
教
と
第
三
世
界
』（
プ
ル
ビ
　
一
九
八
一
）
一
○
一
頁
、
一
○
七
頁

潼
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
書
　
三
五
○
頁

潘
李
萬
烈
「
改
新
教
の
伝
来
と
日
帝
下
教
会
と
国
家
」『
国
家
権
力
と
基
督
教
』（
民
衆
社
）
一
八
八
頁

澎
閔
庚
培
　
前
掲
書
　
二
○
一
頁

澑
金
ヨ
ナ
　
前
掲
書
　
三
八
八
〜
三
八
九
頁

濂
同
上
　
三
二
四
頁

潦
李
象
奎
　
前
掲
書
　
二
三
一
頁

澳
閔
庚
培
　
前
掲
書
　
一
五
頁
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澣
李
象
奎
　
前
掲
書
　
二
二
三
〜
二
二
四
頁

澡
一
九
三
五
年
平
壌
神
学
校
の
礼
拝
で
の
朱
牧
師
の
説
教
よ
り
。
金
麟
瑞
　
前
掲
書
　
五
三
〜
五
八
頁

澤
李
象
奎
　
二
二
七
〜
二
二
八
頁

澹
李
象
奎
教
授
は
こ
れ
を
四
世
紀
の
ド
ナ
ト
ゥ
ス
論
争
〜
迫
害
に
屈
し
て
信
仰
告
白
を
捨
て
た
者
を
「
死
に
値
す
る
罪
人
」
と

断
罪
し
た
ド
ナ
ト
ゥ
ス
派
は
、
重
罪
監
督
に
よ
っ
て
司
式
さ
れ
た
任
職
式
が
無
効
な
こ
と
と
、
自
ら
を
（「
死
に
値
す
る
罪
」

の
無
い
聖
職
者
と
唯
一
の
有
効
な
秘
跡
を
持
つ
）
唯
一
の
真
の
教
会
と
主
張
し
た
〜
に
た
と
え
る
。
韓
尚
東
牧
師
の
他
に
完

全
主
義
的
な
分
離
主
義
の
人
物
と
し
て
は
平
北
の
李
基
宣

イ
ー
・
ギ
ソ
ン

牧
師
、
平
南
の
蔡
廷
敏
牧
師
が
い
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
朱
基
徹

牧
師
が
彼
ら
に
反
対
し
た
の
は
、
朱
牧
師
が
教
会
の
き
よ
さ
と
純
潔
を
完
全
主
義
的
に
は
理
解
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

李
象
奎
　
前
掲
書
　
二
二
九
〜
二
三
○
頁

濆
金
麟
瑞
　
前
掲
書
　
三
○
頁

澪
Ｄ
・
ナ
ウ
タ
『
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
政
治
（
抄
訳
）』（
日
本
基
督
教
会
靖
国
神
社
問
題
特
別
委
員
会
）
六
四
、
六
八
、
七
○
、
七

九
頁

濟
辻
宣
道
『
嵐
の
中
の
牧
師
た
ち
』（
新
教
出
版
社
　
一
九
九
三
）
一
○
六
頁

濕
一
九
四
四
年
九
月
十
日
「
日
本
基
督
教
団
教
団
新
報
」
よ
り
　
戸
村
政
博
編
『
神
社
問
題
と
キ
リ
ス
ト
教
（
日
本
近
代
キ
リ

ス
ト
教
史
資
料
蠢
）』（
新
教
出
版
社
）
三
五
五
頁

濬
金
田
隆
一
『
昭
和
日
本
基
督
教
会
史
』（
新
教
出
版
社
）
四
三
五
〜
四
四
七
頁

濔
朴
寛
俊
長
老
は
安
利
淑

ア
ン
・
イ
ス
ク

を
伴
っ
て
来
日
し
、「
日
本
は
現
在
天
地
の
創
造
主
で
あ
ら
れ
る
神
に
あ
ら
ゆ
る
反
逆
を
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
神
は
日
本
を
罰
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
硫
黄
の
火
で
日
本
は
焼
か
れ
て
亡
び
ま
す
。」
と
政
府
の
要
人
た

ち
に
警
告
し
、
そ
れ
で
も
埒
が
あ
か
な
い
の
で
、
最
後
は
「
宗
教
団
体
法
案
」
審
議
中
の
帝
国
議
会
の
傍
聴
人
席
か
ら
「
エ
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ホ
バ
神
の
大
使
命
！
」
と
叫
ん
で
決
死
の
覚
悟
で
警
告
文
を
投
げ
て
投
獄
さ
れ
、
六
年
の
獄
中
生
活
の
後
、
平
壌
刑
務
所
で

殉
教
し
た
。
安
利
淑
『
た
と
え
そ
う
で
な
く
と
も
』（
待
晨
社
　
一
九
七
二
）
ち
な
み
に
、
朴
寛
俊
長
老
は
、
来
日
の
際
、

（
現
在
の
日
本
同
盟
基
督
教
団
）
大
井
教
会
の
夕
拝
で
も
証
し
を
し
て
い
る
。

濘
例
え
ば
、
新
島
基
栄
牧
師
は
、
朱
基
徹
牧
師
が
「
精
神
病
者
」
な
ど
で
は
な
い
と
言
い
、「
天
皇
陛
下
を
愛
す
る
が
た
め
に
悔

い
改
め
さ
せ
て
救
う
」
べ
く
「
銃
殺
を
覚
悟
の
上
で
」
信
仰
告
白
し
て
い
る
、
時
局
に
迎
合
せ
ぬ
真
の
牧
師
と
正
し
く
評
価

す
る
。
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
書
　
三
五
○
頁

濱
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
　
前
掲
書
　
一
八
六
〜
一
八
八
頁

濮
戸
村
政
博
編
『
靖
国
闘
争
』（
新
教
出
版
社
）
一
二
三
頁

濛
一
九
四
二
年
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
三
教
会
か
ら
検
挙
さ
れ
た
九
十
六
名
に
関
し
て
日
本
基
督
教
団
主
事
の
菅
谷
仁
が
こ
う
表
現
し

た
。
同
志
社
大
人
文
科
学
研
究
所
『
戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
運
動
』（
新
教
出
版
社
　
一
九
七
二
）
一
四
四
頁

（
一
九
八
八
年
卒
）
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